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フラーレンの目的

フラーレンが取り組む問題

Fulleren

目的  　：科学の発展のため，研究をしやすい環境を提供すること． 
内容  　：フラーレンはすべての研究情報を一ヶ所に集めることを目的とした新しい研究検索サイトです． 
　　　　  論文以外にも，研究者，動画，補足資料，論文の解説など，これまでの論文検索サイトとは 
              別のアプローチで研究を検索することができます. 
サイト  ：https://forwit.jp/ 
利用者  ：理系の研究室に所属している大学生，教員，企業の研究者の方

研究者自身の情報は 
検索できません．

研究室情報は研究室ごとのHP
を見るしかなく， 
検索しにくい状況です．

論文以外の研究情報は 
検索できません．

フラーレンは研究しやすい環境を提供するため，下記の問題解決に力を入れています．



フラーレンの機能

Fulleren

　　研究者の情報 
　・プロフィール 
　・所属研究室 
　・研究内容 
　・書いた論文 
　・読んだ論文 
　・興味ある研究者 

　研究室の情報 
・研究室情報 
・研究論文 
・研究室ポスター 
・動画，写真での研究紹介 
・研究室の教員 
・現在の所属学生 
・過去の所属学生 

　論文以外の研究情報 
・著者からのコメント 
・補足資料(PDF) 
・動画 
・論文に興味のある研究者 

　サイト内論文検索 
・3500万件の論文を　 
　検索可能 

  ※JST様のご協力を 
     得て，J-globalと 
     同等の検索が可能．

メモ（論文） 
　論文登録機能． 
　人のメモも見れる． 

ウォッチ（研究者） 
　 研究者登録機能 
　 興味ある研究者 
　 情報をチェック．

NOメール 
フラーレンに登録する
ことで無駄な質問や
問い合わせは来ませ
んので，ご安心くださ
い． 

ご利用方法
フラーレンのご利用には実名でのID登録が必要になります． 

研究情報の質，信頼性を確保するために実名登録制を採用しています． 
登録することによりメール等が来ることはございません． 

皆様に安心してご利用いただくため，ご協力よろしくお願いいたします．

下記でID登録できます． 

・facebookアカウント 
・gooleアカウント 
・メール（フリーも可能）

フラーレンは研究者に実名で登録していただくことで下記の機能実装を可能にしました．



ご利用のイメージ（サンプル）

Fulleren

研究者情報 研究室ページ 論文ページ

その他のページ 
・研究メモ 
・ウォッチ 
・登録者一覧 
・研究室一覧など 

　研究に必要な情報を 
　提供しています．



無料出張サポート（ 研究室インタビューについて ）
【無料出張サポート】 
　研究室に訪問させていただき，下記の内容を無料で行います． 
　・フラーレンの使い方について直接お伝えいたします． 
　・研究室ページを無料作成いたします． 

【無料出張サポートの条件】 
　・東海地方近辺の大学に限らせていただいています． 
　・教員の方から直接ご依頼願います． 

【研究室ページの作成について】 
研究内容や研究課題について大学の教員の方や学生の方にインタビューさせていただきます． 
その内容を基に弊社で研究室専用ページを作成します． 

インタビュー内容 
・研究内容　：現在の研究内容について 
　　　　　　　また今後の研究について 
・先生の専門：先生の専門分野博士論文について 
・主要学会   ：普段参加されている学会名について 
・時間：30～60分 

Fulleren

担当　永井　満 



社名　： 株式会社ForWit（ふぉーうぃっと） 
住所　： 〒162-0842　東京都新宿区市谷砂土原町3-4-2 
設立　： 2014年7月 
資本金： 30万

代表取締役

名前　：永井　満 
生年月：1986年2月 
生まれ：三重県伊勢市 
血液型：A型 
大学　：日本大学大学院 
専攻　：航空宇宙工学 
職歴　：ボッシュ 

 NCネットワーク

会社紹介

事業内容

事業名  ：Fulleren（フラーレン） 
目的  　：未来を良くするため，科学技術の限界を押し上げること 

Fulleren
～新しい研究検索サイト～
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　想い
　これまで人類は科学技術力を向上させながら文明を発展させてきま
した．しかし，現在の科学力ですら解決できない問題は数多くありま
す．解決するためには世界全体の科学力を向上させていかなければな
りません．そのためには研究者にがんばってもらう他にはないと考え
ています．研究こそが世界を本当に変えていきます． だからこそ，私
たちは研究を支援するためのサービスを全力で提供していきます．


